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▲写真１　備中櫓礎石の状況�

▲写真２　備中櫓土台据え付けの状況�
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や
ぐ
ら�

津
山
城
備
中
櫓
６�

〜
基
礎
工
事
に
つ
い
て
〜�

■
今
年
何
度
と
な
く
上
陸
し
た
台�

風
。
と
く
に
台
風
23
号
は
津
山
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

お
び
た
だ
し
い
数
の
倒
木
や
家
屋

の
損
傷
を
目
に
し
、
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
を
改
め
て
感
じ
な
が
ら
編
集

し
た
今
月
号
で
し
た
。（
ｅ
）

■
私
も
同
感
で
す
。
そ
れ
に
し
て

も
初
め
て
体
験
す
る
す
ご
い
風
で

し
た
。
（
ｅ
）
さ
ん
宅
は
被
害
が

な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
わ
が

家
は
カ
ー
ポ
ー
ト
の
屋
根
が
吹
き

飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
今
ご
ろ

ど
こ
か
の
お
宅
に
お
じ
ゃ
ま
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
郁
）

■
秋
を
彩
る
自
宅
の
シ
ュ
ウ
メ
イ

ギ
ク
（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
）
の
傍
ら
で
、

ア
マ
ガ
エ
ル
を
丸
の
み
に
す
る
シ

マ
ヘ
ビ
を
発
見
！
驚
い
た
の
は
、

数
分
で
大
き
な
獲
物
を
口
へ
収
め

た
後
、
ツ
ー
っ
と
体
の
中
ほ
ど
ま

で
素
早
く
移
動
さ
せ
る
芸
当
。
改

め
て
生
命
の
営
み
と
食
欲
の
秋
を

体
感
し
ま
し
た
。
（
Ｘ
）

（10月１日現在）�
人　口　90,262  人（前月比＋38）�
　男　　43,054  人（同＋６）�
　女　　47,208  人（同＋32）�
世帯数　35,186世帯（同＋24）�

９月中の異動数�

ひ と の 動 き�

介護保険料６期�
納期限：11月30日（火）�

今 月 の 納 税 �

出生　  79人、死亡　  54人�
転入　265人、転出　252人�月�

２００４�

　前回は、備中櫓の内装について検討しま
した。今回は少し趣向を変えて、復元整備
の実際の工事技法について検討してみます。�
　現在復元整備工事を進めている備中櫓は、
初代藩主森忠政が築造した備中櫓そのもの
の復元をめざしています。そのため、復元
整備にあたっては極力伝統的な工法を使用
するという方針で工事を進めています。�
　備中櫓の基礎は、発掘調査では残念なが
らよくわかりませんでした。そこで類例な
どを検討した結果、復元整備工事では写真
１のように内部に礎石を据え付けることに
しました。この礎石はすべて今回新たに製
作した新材です。礎石を据え付けるにあた
っては、発掘調査により内部に江戸時代の
遺構が発見されていましたので、その遺構
を傷付けないように盛り土をした後に施工
しています。�

　内部に対し、櫓の外周は西・南・東の方
向では二の丸から立ち上がる石垣の上に直
接建物が載ることになり、北側では地面に
２段にわたって埋め込まれた石に建物が支
えられる形になります。この北側の基礎石
も一部しか残っていませんでしたので、不
足分は今回新たに製作しています。�
　これらの工事はいずれも在来の伝統的な
工法で行われています。ちなみに現代では

伝統的な木造建造物の復元においても建物
の基礎にはコンクリートを使用することが
普通なのですが、そのような工法は地下の
遺構を破壊する可能性があることから、備
中櫓では一切使用していません（建物の浮
き上がり防止用の「重し」としてはコンク
リートを使用していますが、これは建物自
体の構造とは全く無関係のものです）。�

　備中櫓の礎石の上に載せられる土台の木
材（クリ材）は、上の写真のように江戸時
代の石垣の上に直接載っています。石垣の
上面（天端面といいます）は、完全に水平
ではなくかなりの凹凸があるので、この石
垣の面に真っすぐに加工した土台を置いても、
すき間だらけとなり安定しません。そこで、
写真２のように土台の木材を天端面の凹凸
に合わせて加工し、石と土台が密着するよ
うに加工します（この作業を「光付」とい
います）。この作業は大工さんにとって非
常に手間のかかる作業ですが、これによっ
て石の基礎と建物の土台がしっかりと結合
するのです。�
　備中櫓の石垣・礎石と櫓本体の結合は、
ボルトなどで固定している場所は全くあり
ません。石垣の上に櫓を置いているだけな
のです。�
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